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Study of "Tobibako"（the vaulting horse） teaching method for infant 
and verification of subordinate motor skills that contribute to jump over a vault
Nobuyuki Shindo




































































他 の 運 動





―  151  ―


































































他 の 運 動














































他 の 運 動

















それぞれの練習にはシェイピング（島宗 ,2000; 杉山ら ,1998; Alberto & Troutman,1986 
佐久間他訳 1992）と行動（あるいは反応）連鎖（Mazur,1998　磯他訳 2003; 杉山他 1998; 
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実験は被験者間多層ベースライン（Barlow, D. H., & Hersen, M.,1988）により行われた。
４．分析方法
結果について、順位の Rn 検定（Revusky, 1976）により比較した。順位の Rn 検定は、
介入手続きの導入時点における変化量を多い順に被験者をランクづけして統計的信頼度の
検討を試みるものである。
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& Ayllon ,1980; 島宗 ,2004; 杉山他 ,1998）を行うことにより、以下に示す９つの下位運動
技能に分けた。



























評価に際し、腕立て開脚跳びの「跳び越し」に関する一連の運動を、課題分析（Allion & Ayllon ,1980; 島宗,2004; 
杉山他,1998）を行うことにより、以 に示す９つの下位運動技能に分けた。 
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ひとつの下位運動技能について正しくできていれば “ 1 ” （正反応）、正しくできていな








に関わる技能の達成率の平均は、Y 美：22.2％－ 50％－ 58.3％、S 花：43.2％－ 74.1％－
81.5％、R 亜：42.1％－ 55.6％－ 77.8％、Y 人：32.1％－ 61.1％－ 85.2％、H 佳：35.8％－
44.4％－ 44.4％であり、H 佳の移動練習後－突き放し練習後を除き、それぞれ上昇した。
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※丸数字は試行回数
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ばいになったり正座をしたりしていたが、試行回数の増加にともない達成率が上昇した。

























































(a) 跳び箱上部の先端から 1/4の部分に手を着く .333(p<.001) 
(b) 両手は同時に .125(n.s.) 
(c) 上から叩くように着く .285(p<.001) 
(d) その時、両手の位置は並行であり、中指は進行方向に向いている。 .135(n.s.) 
(e) 手をついた状態で、両脚を跳び箱の上部の幅以上に開く .125(n.s.) 
(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .780(p<.001) 
(g) 手首の力で跳び箱を押す .263(p<.001) 





(a) 跳び箱上部の先端から 1/4の部分に手を着く .220(p<.05) 
(c) 上から叩くように着く .122(n.s.) 
(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .739(p<.001) 





(a) 跳び箱上部の先端から 1/4の部分に手を着く .177(n.s.) 
(b) 両手は同時に .067(n.s.) 
(c) 上から叩くように着く .145(n.s.) 
(d) その時、両手の位置は並行であり、中指は進行方向に向いている。 .072(n.s.) 
(e) 手をついた状態で、両脚を跳び箱の上部の幅以上に開く .067(n.s.) 
(f) 両肘を伸ばし、両肩 両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .416(p<.001) 




(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .369(p<.001) 
(g) 手首の力で跳び箱を押す .459(p<.001) 
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―  161  ―
























(a) 跳び箱上部の先端から 1/4の部分に手を着く .333(p<.001) 
(b) 両手は同時に .125(n.s.) 
(c) 上から叩くように着く .285(p<.001) 
(d) その時、両手の位置は並行であり、中指は進行方向に向いている。 .135(n.s.) 
(e) 手をついた状態で、両脚を跳び箱の上部の幅以上に開く .125(n.s.) 
(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .780(p<.001) 
(g) 手首の力で跳び箱を押す .263(p<.001) 





(a) 跳び箱上部の先端から 1/4の部分に手を着く .220(p<.05) 
(c) 上から叩くように着く .122(n.s.) 
(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .739(p<.001) 





(a) 跳び箱上部の先端から 1/4の部分に手を着く .177(n.s.) 
(b) 両手は同時に .067(n.s.) 
(c) 上から叩くように着く .145(n.s.) 
(d) その時、両手の位置は並行であり、中指は進行方向に向いている。 .072(n.s.) 
(e) 手をついた状態で、両脚を跳び箱の上部の幅以上に開く .067(n.s.) 
(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .416(p<.001) 




(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .369(p<.001) 
(g) 手首の力で跳び箱を押す .459(p<.001) 
 
下位運動技能 相関係数(r) 
(a) 跳び箱上部の先端から 1/4の部分に手を着く .333(p<.001) 
(b) 両手は同時に .125(n.s.) 
(c) 上から叩くように着く .285(p<.001) 
(d) その時、両手の位置は並行であり、中指は進行方向に向いている。 .135(n.s.) 
(e) 手をついた状態で、両脚を跳び箱の上部の幅以上に開く .125(n.s.) 
(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .780(p<.001) 
(g) 手首の力で跳び箱を押す .263(p<.001) 





(a) 跳び箱上部の先端から 1/4の部分に手を着く .220(p<.05) 
(c) 上から叩くように着く .122(n.s.) 
(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .739(p<.001) 





(a) 跳び箱上部の先端から 1/4 部分に手を着く .177(n.s.) 
(b) 両手は同時に .067(n.s.) 
(c) 上から叩くように着く .145(n.s.) 
(d) その時、両手の位置は並行であり、中指は進行方向に向いている。 .072(n.s.) 
(e) 手をついた状態で、両脚を跳び箱の上部の幅以上に開く .067(n.s.) 
(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .416(p<.001) 




(f) 両肘を伸ばし、両肩が両手の位置よりも前に出るまでの間、両腕で体重を支える .369(p<.001) 
(g) 手首の力で跳び箱を押す .459(p<.001) 
 





































―  163  ―

































―  164  ―
新　戸　信　之　幼児を対象とした跳び箱指導方法の検討および跳び越しに寄与する下位運動技能の検証
ンター，2005 年 3 月 22 日
 http://aobadb.edu-c.pref.miyagi.jp/practice_research/attach/04B0009.pdf（2017/10/30）
Mazur, J.E.（1998）， Learning and Behavior. 4th ed. New Jersey: Prentice Hall. 






Alberto,P.A. & Troutman,A.C.（1986），Applied Behavior Analysis for Teachers. 2nd ed. 
Ohio: Bell & Howell Company.
 （アルバート , P. A.・トルートマン , A. C. 佐久間徹・谷晋二（訳）（1992），はじめて
の応用行動分析，二瓶社）
Pryor, K. （1984）. Don’t Shoot the Dog!  The New Art of Teaching and Training: 
Pryor, K.




Barlow,D.H., & Hersen,M. （1984），Single case experimental designs : Strategies for 
studying behavior change（2nded.） ，PergamonPress，
 （D.H. バーロー・M. ハーセン . 高木俊一郎・佐久間徹（訳）（2003），一事例の実験デ
ザイン　第四版，二瓶社）
Revusky,S.H.（1976） ，Some statistical treatments compatible with individual organism 
methodology. Journal of experimental Analysis of behavior, 10
Allion, M. G. & Ayllon, T.（1980） ，Behavioral coaching in the development of skills in 
football, gymnastics, and tennis. Journal of Applied Behavior Analysis, 13 
向山洋一（1982），跳び箱は誰でも跳ばせられる，明治図書
下山真二（1996），小学校の「苦手な体育」を１週間で攻略する本，PHP 研究所




6 月 8 日　
 http://a111.g.akamai.net/f/111/143111/15m/benesse1.download.akamai.com/143111/j/
monographpdf/1/1-vol-20-1.pdf（2017/10/3） 
